
友達の意見を聞き.自分の考えと比べて伝え合う授業

第1学年　実践記録 平成25年9月26日(木) 5限　　峯島　貴乃

1　単元名　　教材｢ゆうだち｣ (全8時間)

2　本時の計画(5/8時間目)

く1)ねらい

けんかしていた二人の登場人物が仲直りしたのはどこか探し,そう思う理由を互いに伝え合うこと

ができるo

(2)本時の構想

｢ゆうだち｣は,うさぎのことたぬきのこの仲直りの様子について書かれてあり, 1年生の子ども

たちにとって身近なテーマの教材である｡昨日けんかをして分かれた二匹は,偶然同じ木の下で雨宿

りをすることになるが,気まずい雰囲気のまま時間が過ぎる｡そのうちどんどん雨が激しくなり突然

の雷に,二匹は思わずぴったりと寄り添う｡雨が上がった頃にはいつの間にか二匹の心は晴れていて,

手をつないで走りだす｡本時では二匹が仲直りをしたのはどこかを考え,なぜそこだと思ったのか理

由をノートに書かせ,互いに考えを伝え合う｡

3　本時の展開(5/6時間)

時間 仆8踪,ﾉ:ﾘ*ｸ*�*�,iuﾉ�ｨ+8.ｨ.倬�;h,ﾉKﾘ吮�◇支援.留意点◎評価 

7 8 5 ��gｸ鳧,ﾈｧx�,ﾈ-�*�,H/�,(*�-蹂尸<x+x.薬�･2つに分かれて段落読みをす 

二匹が仲直りをしたのはどこれl 2自分の考えと理由を書くo �.��｢�Y���,ﾉ�X.云H.�/�ﾗ8*H�｢�S(,(,ﾉ�ﾘ､x/�ﾙYL(,�5ﾈ.薬��霆8怦��,册I�ﾈ/�処*�+�.薬�

A:にひきは,ぴったりよりそっていましたo ��韭兒ｨ*ｩ��/�+��ｨ�,�6ﾈ�ｸ8��

B:にひきは,木のしたからとびだすと,てをつないではしり �7h8ﾈ�ｸ6x/�5ﾈ.薬�

だしましたo ���6ﾘ�ｸ6x,傚�*ﾙ[hﾅ�/�麌+v����ｨ7��ｸ5x�ｸﾗ9m｢ﾉyﾙu"����:�+h�8ﾊ坪騙,H*(.�8ﾊ辻��n(.)Kﾙ�,ﾉzﾈ.ｨ,Y��-�.薬����ﾘ､x,ﾉ��*ｸ�+X,痛?��ﾈ,ﾉ�2���,�,x,�,(*(,H��,x.�+ﾘ+��*�.x�,H*ｸ+ﾘ�8ﾊ�/���*(,B�*(*ﾖ���ﾔ�ti$(,ﾈ�8ﾊ�/�[x*(,H輊,��+ﾘ+�,h.)Zｨ*�,�+ﾘ+�,h,�,"�*(,H��*�.飛�(�ｼh,X輊,�+ﾘ+�,h.)Zｨ*��,�+ﾘ+�,h,�,(*(,H��*�.薬�

3隣,前後の人とノートを見せ合い,意見交換するo 

15 10 的�9�ﾈ,Y6�*hﾘx*C��X�ｼh/��X.云H.薬�



4　考察

(1)成果

Or自分の考えをもつ｣における児童の様子

1学期の実践では,友達の意見の影響を受けて何度も意見を変　と艶=

えてしまう姿が多く見られたので, 2学期は伝え合いの前に,ノ
ートに自分の意見をしっかりと書かせる時間を確保し,全員に

発表させるようにした｡全員の意見を聞いてから質問や意見に
つなげるかたちは,一人一人が1回は意見を話す場が保障され

るo　また,板書に全ての友達の意見が残っているので,それを　毒

駆毒遥遠輿_二二二'■一一. ,.
手がかりに話し合うことが

できる｡

ノートに花丸やコメント
伽酢,"を書いたり,黒板に話すスキルを示したりすることで,考

えをもつことにも発表することにもだんだん自信がつい

てきた｡また,他の友達が気づかないところに目を向けた

り,自分の考えにこだわりをもって説明したりしている子
-の賞賛を継続して行ってきたところ,簡単に自分の意見

を変えないなどの変化が見られるようになってきた｡

Or伝え合い｣における児童の様子

これまでは,友達の意見を聞き,それを受けて話し合いをするのが

難しかった｡担任が相づちを打ったり,一人の意見をとり上げ,全体

に問いかけたりすることで友達の意見を注意して聞くようにしたoま
た,板書に子どもの意見を書きとめておくことで,いつでも友達の考

えを確認できるようにした｡

今回は,伝え合いの中で友達の発表に対する感想も見られ,少しず
つではあるが意見交流の質が向上してきた｡

(2)課題

Or発間｣とr展開｣について

本時では, ｢二人が仲直りをしたのはどこですか｡ ｣の発間に対して, ｢根拠｣を本文に求

め, ｢理由｣を明確にするという活動を展開したが,指導者からのアドバイスでは,この教材

でこのような場面切り取り型の｢分析批評｣的な読み取りは, 1年生にとって難しいということであっ

た｡本時で子どもたちは,挿絵からも含め,イメージができあがっ

ているところに, ｢そう思う理由は?｣と聞かれても,多くの子がう

まく理由を見つけられずに困っている様子が見られた｡

この主発間を生かすなら, 4コマの場面をもとに,まずは, ｢動作

化｣で読みを深化させてから, ｢どこで仲直りの気持ちになった?｣
｢どこで,仲良しに戻った?｣など,具体的に問いかけると,子ど

もたちの思考の流れに合って,もっと活発な意見が出されたのでは

ないかと思う｡本時では｢動作化｣をわりと後の方で行ったが,最

初の方で行うとよかった｡

Or個々の発言を生かすJ r本文に立ち返る｣手立て

本文の｢あめがあがり, ～｣の情景描写に目を向けた子がいたo素晴らし
い意見であったのにもかかわらず,軽く流してしまい惜しいことをした｡こ

のような鋭い気付きは必ず評価し,プロジェクターなどを使って,本文を全

員で確認するとよかったo

物語文では,子どもたちの読みを深めるために本文に立ち返ることが肝要

である｡また,教師のとり上げ方で一人一人の意見を最大限に生かすことも

できれば,逆に子どもが学ぶ意欲を高める大きなチャンスを逃してしまうこ

とを痛感した｡



自分の考えと友達の考えを比べながら.考えを伝え合う授業 

第2学年　実践記録 平成25年11月6日(衣)3限　　大久保　彩香

1　単元名　音読劇をしよう

教材｢お手紙｣ (全12時間)

2　本時の計画(7/12時間目)

(1)本時のねらい

○根拠や理由をもって｢かたつむりくん｣にお手紙を届けるのを頼んだことの是非を考え,互いに

自分の考えを伝え合うことができる｡

(2)本時の構想
｢お手紙｣は,友達の不幸を一緒に悲しみ,幸せを共に喜ぶほのぼのとした心情を描いた作品であ

る0 4の場面では, 4日遅れの,しかも内容の分かっている｢お手紙｣を,仲良く持つ｢がまくん｣

と｢かえるくん｣の姿が描かれている｡ ｢かたつむりくん｣が手紙を届けるのに時間がかかったことに

よって, ｢かえるくん｣は手紙を出したことや手紙の内容を告白する｡それにより｢がまくん｣の心が

開き,より一層二人の友情が深まっていく｡しかし,初発の感想では, ｢がまくん｣のもとにお手紙が

届くまでに4日もかかっていることから, ｢かたつむりくん｣を否定的に捉える児童や,なぜ｢かた

つむりくん｣に頼んだのか疑問に感じる児童もいた｡

そこで,本時では, ｢かたつむりくん｣にお手紙を届けるのを頼んだことの是非について考えさせる｡

自分の立場を明確にした上で,そう考えた根拠や理由(説明)も考えさせて書かせる｡その後,互い

に自分の考えを伝えたり,友達の考えを闘いたりする活動を行う｡

3　本時の展開(7/12時間)

時 倬�;h,ﾈ皦,葵�:��◇支援.留意点◎評価 

5 ��ｻ8ﾝ饉h/�尸<x+x.薬�･全員で丸読みをするo ◇自分が選んだ考えに,ネームプレートを 貼らせて,立場をはっきりさせるo ◇赤白帽子を用いて｢良かつた｣という考 えの人は白,｢良くなかった｣という考え の人は赤をかぶらせるo ◇ノートを持って席を移動し,友達と根拠 や理由を話させるo ◇少数の意見から発表を始め,同じ意見, ちがう意見,質問や反論の流れで進めるo ◎自分の考えを書くo A:友達の意見を聞いて思ったことや分かっ たことを入れて書いているo B:自分の考えと根拠や理由を書いているo C:書けないo 

3 10 5 15 7 �(�ｩlｨ,ﾉ<x-ﾘ竧.�/�+x.薬�

かたつむりくんにお手紙をたのんだのは,よか 

つたか,よくなかつたかo 

3自分の考えとその根拠や理由を書く0 4ペアで伝え合う0 5全体で伝え合う0 6授業を振り返るo 



4　考察

く1)成果

0 ｢自分の考えをもつ｣における児童の様子

今回は,物語の中で児童が疑問に感じていた部分

を取り上げ,かたつむりくんにお手紙を頼んだのは,
｢良かった｣, ｢良くなかった｣という2択になる発

間をしたo

課題に対する｢自分の考え｣を, ｢根拠｣と｢理由｣

に分けてノートに書かせた後,ネームプレートを貼

って,自分の立場を明確にしてから発表にうつった｡

1学期の｢スイミ-｣の研究授業では,根拠や理由

を書かせる前に,ネームプレートを貼らせたため,自分の考えに自信のもてない児童は,他の児童がネ
ームプレートを貼る様子を見て,直前で考えを変え,全員が同じ考えになってしまった｡今回は,自分

の考えを書いてから立場を明確にしたことによって,一人一人が自分の考えをしっかりともつことがで

きた｡ 12名中11名が,自分の考えを｢根拠｣と｢理由｣に分けて書くことができた｡

また, 2学期から, ｢松長まなBOOK｣の話すスキルに加え, ①思ったこと･感じたこと, ②理由,

③仮定, ④質問, ⑤確認, ⑥賛成, ⑦反対, ⑧補充, ⑨考えの変化の話型を教室に掲示した｡特に2学

期は,自分の考えの理由の一つとして｢もし～なら, ～ (ない)です｡｣という仮定の話型を用いて書い

たり話したりする活動を,授業や朝の会のスピーチなどで多く取り入れてきた｡そのため,今回の研究

授業でも,課題に対して, ｢かたつむりくんに頼んでいなければどうだっただろう｡｣と考え,理由の一

つとしてノートに書く児童もいた｡

O r伝え合い｣における児童の様子

初めに,ペアで話す場を設けてから,机を｢コの字型｣に変

えて全体での発表を行った｡全体発表では, 1学期から話型を

用いて話合いを行ってきたことや,ネームプレートの下に児童

の挙げた根拠や理由を用いて板書したことで,児童は自分

撃　の考えと友達の考え
h‡

の相違を比べながら

話すことができた｡

また,ペアや全体での話す場だけでなく,自分の考えを書

く場面でも,隣同士や前後の児童で相談し合ったりたり,自

分の考えを話し合ったり,自然と伝え合う姿が見られた｡平

山指導主事から, ｢自分の考えをもつことは大切だが,それが

たった一人で考える時間ではない｣とご指導いただいた｡様々

な場面で,児童同士の伝え合いを大切にしていきたい｡

(2)課題

0自分の考えを｢根拠｣と｢理由｣に分けて書くことついて

1学期からの取り組みによって,課題に対して,どの子も,自分なりに本文から｢根拠｣を求め,自

分なりに｢理由｣を書いて自分の考えをもてるようになってきた｡それにより,全体での発表の場では,

多様な考えが出され,話合いの質が向上してきた｡しかし,その一方で,課題からずれていたり,根拠

と対応していなかったり,意味が伝わらなかったりするなど,理由を書くことに難しさを感じる児童も

いる｡そのような児童に対してどのような働きかけをしていくかが今後の課題である｡

0教師の授業での役割｢聴く｣ ｢つなぐ｣ ｢もどす｣について

全体での発表の場では,少数の意見の児童から発表させ,同じ意見違う意見の順で発表させていっ

たoこのとき,児童が発表したことを,担任が解釈しながら板書するという単調な繰り返しが続いてし

まったため,聞いているだけの児童は集中力が途切れ,話合いも徐々に停滞していってしまった｡教師

と児童の一対一の授業ではなく,教師として, ｢聴く｣, ｢つなぐ｣, ｢もどす｣を意識しながら,児童同士

のつながりがもてるような授業を展開していきたい｡



読み取りの焦点化で.考えを交流させる授業 

第3学年　実践記録

1　単元名　組み立てを考えて物語を書こう

教材｢三年とうげ｣

2　本時の計画(3/6時間目)

(1)本時のねらい
03年とうげの様子を読み取る｡ (読む)

平成25年10月21日(月)　2限　　　小　出　　誠

(2)本時の構想
教材文｢三年とうげ｣は,テンポの良さを生かしながら語り継がれる民話的,とんち話的な物語文である｡

話の展開も典型的な起承転結でわかりやすい｡テンポよく進む話の中で,トルトリの話を聞いて,落胆し

ていたおじいさんが不安に思いながらも希望をもつ様子や気持ちの変化,三年とうげで転びながらどんど

ん元気になっていくおじいさんの様子や気持ちの変化を読み取らせ,心情に迫らせる｡そのため,正確に

教材文を読み取らせ,教材文から引用できるよう課題や発間の設定に留意する｡

伝え合うための手立て

(D　教材文の載っているところにサイドラインを引かせる.

②　考えをもった時,その考えの根拠が何かを確かめるようにする｡

根拠や理由を話すことで,自信をもって話すことができる｡また,意見や感想の交流をするとき,

お互いの意見が理解できるように出所を確かにすることが必要と考える｡

3　本時の展開(3/6時間目)

時 倬�;h,ﾈ皦,葵�:��○支援☆留意点ロ評価 
8 7 15 10 5 ��ｻ8ﾝ饉h/�尸<x+x.���(�ｩlｨ,ﾉ<x-ﾘ竧.�/�+x.薬�○人数を確認するo O理由を発表させるo叙述から答えを見つけること 

三年とうげとは,どんな山ですかo 

指示1: 

A,B,Cから一つ,選んでノートに書きなさいo 

指示2: 

そう考えた理由を書きなさいo 

発間1: �/�ｺﾙ+(+x.薬���ﾈ�8/�WH*�+8+�.薬�

lおじいさんが腰を下ろしたのは,どの辺ですかol 

指示3: 

印を付けなさいo 

指示4: 儉(��+8+痛�9�ﾈ,ﾈﾅ委ﾈ/�,(*�-��ｲ��ｹyﾙu(/�JﾙUﾈ+8+�.鑓���*�.y9ｨ*h/�ﾊ�,(*�+8+��.��ｲ��ｸ+�,ﾉJﾘｭH,ﾈ��,ﾘ���+8.ｨ,H*(,�*&�ﾘ,�,Bﾉyﾙu"�

そう考えた理由を書きなさいo 

答え-となり村側の一番高いところ辺りo 

ようやく,とうげにたどりついたところo 

発間2: 

｢三年とうげで転んだならば三年きりしか生きられぬo｣ことを 

知っていたのに,なぜ,おじいさんは三年とうげを通ったので �/�WH*�,I9ｨ*h/���*�,篷�8,IDh-�.薬�ﾏｳ9D�,h*H+�,ﾉvﾈ��/�<x-ﾘ竧.�+�,h*ｨ,X*ｸ+ﾒ�*鑓��6ﾘ�ｸ6x�｢�

すかo 

指示5: 

ノートに書きなさいo 

3本時のふりかえりをするo 



4　考察

(1)成果

〇三年とうげの様子が記述されている部分を探す0

本時では,物語の発端となる三年とうげについて記述された部分を探していった｡これらの叙述を根

拠として,舞台としての三年とうげについて正確に読み取らせるためであった｡

まず,三年とうげを簡略化した図にして提示した｡三年とうげのイメージを可視化してつかみやすく

するためである｡それにより,子どもたちは,教材文中の｢なだらかな｣とうげの様子について読み取

ることができた｡

○発間｢おじいさんがこしを下したのはどのあたりか｣について,話し合う｡

はじめに,図の中で自分の考えたおじいさんが腰を下ろした場所に印をつけさせた｡そして,教材文

から根拠となる個所に傍線を引かせ,その叙述をもとに

班でおじいさんの腰を下ろした場所について話し合わ

せたo班の中では,子どもたちが,自分が書き込んだプ

リントや教科書の線を引いた個所を相手に示しながら,

自分の意見を述べる姿が見られた｡教材文の記述をもと

に意見を述べていたのである｡共通の図をもとに,おじ

いさんが腰を下ろした場合について話し合ったので,友

達の考えや根拠を比較しながら検討することが容易と

なり,活発な様子であった｡お互いの意見をしっかり聞

き合うことにより,納得して班の意見をまとめることが

できた｡

(2)課題

〇三年とうげの様子が記述されている部分を探す｡

三年とうげの様子が記述されている部分を教材文から抜き出して発表する課題では,子どもたちはき

ちんと見つけることができており,発表でも, ｢〇〇ページ, □行目o｣と根拠としての教材文の場所を

きちんと述べながら,発言できていた｡

今回の授業のテーマは, ｢読み取りの焦点化で,考えを交流させる授業｣と設定した｡その観点から

みると,子どもたちの話し合いは,意欲的になされて

いた｡

しかし,班の中での話し合いは,相手の話を聞こう

とする意識が弱い｡規則を守っての話し合いではなく,

自分の言いたいことをただ伝えるだけという様子も見

られたo　班での話し合いの規則を徹底させて,自分の

考えだけでなく他者の意見を聞き,比較してより良い

意見にするという考え方を子どもたちに徹底させたい｡

〇本時のふりかえりの意見を交流させる0

本時の子どもたちは活発に意見を述べていた｡子ど

もから出された意見が長い場合,どこまでを取り上げ,どこを切るかについて判断があいまいで,要領

を得ないこともあった｡各班の意見をまとめ,全員が納得する｢おじいさんが腰を下ろした｣地点を時

間内に特定できなかった｡時間配分の検討が不十分だった｡お互いの考えを伝え合い,知り合うために

も,本時のふりかえりを交流させる場面を持つようにする｡



自分の考えと友だちの考えを比べながら, 俟ﾈ*h/�6�*hﾘx*H�ｼb�

第4学年　実践記録　　　　　　平成25年10月21日(月) 3限　永滞　恵美

1　単元名　読んで考えたことを話し合おう
教材｢ごんぎつね｣ (全14時間)

2　本時の計画( 10/14時間目)

(1)本時のねらい
○ごんのつぐないの中で,兵十-の思いが最も強く表れているものとそう考えた根拠や
理由を書き,互いに自分の考えを伝え合うことができる｡

(2)本時の構想
｢ごんぎつね｣は,いたずらばかりしているきつね｢ごん｣が,兵十とかかわることによ

って,少しずつ行動や気持ちを変容させていく物語である｡ごんの兵十-の思いは,初めは
ちょっとした気持ちでやったいたずら-のつぐないの思いであったが,つぐないを重ねるに
つれて,自分と同じ一人ばっちの境遇の兵十に近づきたいという思い-と変容していく｡本

文を読み取る中で,そういったごんの行動や気持ちの変容に気づかせたいと考えた｡
そこで,前時で,ごんが兵十にしたつぐないを挙げさせる｡そして本時では,まず,出さ

れた｢ごんのつぐない｣の中から,兵十-の思いが最も強く表れているものを選ばせて書か
せる｡次に,そう考えた根拠や理由(説明)も考えて書かせる｡その後,互いに自分の　考

えを伝えたり,友だちの考えを闘いたりする活動を行う｡
根拠や理由を書く時には,自分とは違う立場の考えに対して｢～～だから,これは違うと

思うo｣という反論を書く活動も取り入れていきたい｡また,伝え合いの時には,読み取っ
たことを仮定して話すことができるように, ｢もし○○ならば, ～～だと考えられる｡｣と
いう話型も使うよう促す｡

3　本時の展開(10/14時間)

時 倬�;h,ﾈ皦,葵�:��◇支援.留意点◎評価 

7 10 20 8 ��ｻ8ﾝ饉h/�尸<x+x.薬�･全員で丸読みをするo 

ごんのつぐないの中で, 唳���,ﾉ�X.云H.�/�ﾗ8*F��+8.ｨ+ﾒ�

兵十-の思いが一番強いのはどれかo �,(*�,�*(,ﾒﾉ%ｨﾟｸ,�+X,I/�麌+x.停�

2自分の考えとその根拠や理由を書く0 3伝え合いをする0 4授業の振り返りを書いて,発表するo ��韭兒ｨ*ｩ��/�+靹ﾈ*h,鎚6ﾈ�ｸ8�7h8ﾂ��ｸ6x/�5ﾈ.x+�,Bﾉzx�ｨ/�,ﾘ,�*ｸ.��+8+�.薬��韭兒ｨ,ﾈﾖﾈ*h,���+x.俑ｨｹ(.)yﾙu(*｢���*�+ﾘ��,�,ﾒﾈ齷Zｨ,h,ﾘ��*Izx�｢�,ﾈﾖﾈ*h,���+X,IKﾙ�/���*ﾘ+�,h/���8+v����6ﾘ�ｲ�6x/�鰄,�,I��/�昆:�+Rﾉth+��+�,hﾚｨｹ(.)yﾙu(,�,y�(+8+�.薬��顫ﾙ�H,ﾈ�8ﾊ�*�.yJﾙUﾈ/�跖-�:�+b��8ﾊ坪��*H�8ﾊ坪�n(.)Kﾙ�,ﾉzﾂ�.ｨ,Y��-�.��ｲ��驢(+Xﾘx*(*ｩ.)��+X+ﾘ鳧,ﾒﾉ^(�Jﾒ�ｭH/��+v�(+(/�,ﾉ[ｨ�ﾘ,ﾈ輊*"�,ﾈｺﾘ+8,ﾒﾈ+�,(,i:�+h,X+x*愈2��ﾘ齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*h/���*ﾔ���ｩEｹ;�,X*ｸ+ﾙth+�+�,ﾈﾖﾈ*h.(ﾚｨｹ"ﾂ�

｢兵十-の思いが一番強いつぐないは, 凉ﾙu(,�,x/�?ﾈ.ｨ,H��*(,H*(.��ｲ�
～～だと思う〇〇〇さんが～～だと言つ �#ｨ齷Zｨ,ﾈﾖﾈ*h,hﾚｨｹ(.)yﾙu(/���*"�

ていたから(けれど),ロ口だと思うか �,H*(.薬�

ら,一番強いのは～～だと思う○｣ �3ｨ��*�,�*(�ｲ�



4　考察

(1)成果
0 ｢自分の考えをもつ｣における児童の様子
今回は,課題に対する｢自分の考え｣を選ばせ,

ネームプレートを貼って自分の立場をはっきりさ
せてから, ｢根拠や理由｣をノートに書かせていっ

た｡

1学期から, ｢自分の考え｣を書き,その後で
｢根拠｣と｢理由｣を分けて書く活動を行ってきて

いるo　この形式に慣れ,どの子も根拠と理由を書け
るようにはなってきている｡ただ,理由の｢解釈｣
の部分は,内容にまだ個人差がある｡今後も理由の
書かせ方を指導していく必要があることを今回の授業からも改めて感じた｡

0 r伝え合い｣における児童の様子
初めに,同じ考えの人同士で話す場を設けてから,
｢会議スタイル｣に変えて,全体で自分の考えを発

表する場とした｡この時,少数の意見の児童から発
表させ,同じ意見,違う意見,質問や反論の順で発
表させていった｡小林指導主事から,本時は初めか
ら｢会議スタイル｣の方がよかったのではないか,
というご指導をいただいた｡

｢全員が全体で自分の考えを発表すること｣, ｢話

型を使って話すこと｣についても, 1学期から継続
して行ってきているので, 1学期よりも積極的に話

す姿が見られた｡
また, ｢伝え合い｣の中で,他の児童の考えを聞いて,初めの自分の考えを変えた児童も

いた｡その際に,しっかりとした根拠をもって自分の考えを変える姿が見られた｡

(2)課題
0｢発開｣と　r手立て｣について

｢発間の吟味･蓄積｣に重点を置いて校内研修を進めているが,小林指導主事から,本時
の発問は難しかったというご指導をいただいた｡本時の発間は,根拠や理由に主観が入りや
すく客観性が薄いので,なかなか｢納得解｣に辿り着けないとのことだった｡
本時は,ごんが兵十に行ったつぐないを短冊に書き,掲示した｡児童にとって見やすく,

考えやすい手立てではあったが,児童は短冊の記述部分の言葉にだけ着目して,根拠を求め
ようとしていたので,思考が限定されてしまった｡物語文は,ある一つの場面,ある一文や
-つの言葉だけを根拠にするのではなく,思考を広げるためには,やはり本文全体に立ち返

って根拠を求めることが重要になってくることを改めて感じた｡

そのためには,次の手立てがあるとよかったのではないかと考えた｡
①音読を早い時期から始めるなどして,本文をもっと読みこなすこと｡

→どんなに長い文章であっても,教科書を開くかなくても『どこに,何が書いてあるか』

が分かる･言えるようになるまで音読をすることにより,短冊の前後の表現についても
意識した考えをもつことができる｡

②プロジェクターを活用するなどして,本文全体に立ち返ることができるよう工夫すること｡
③ごんがそれぞれのつぐないを行った時,あるいはつぐないを行う前後の｢ごんの行動や気
持ち｣, ｢兵十-の思い｣を本時で振り返らせること｡

0 r反論の書かせ方｣と　r仮定の話型｣について
1学期からの取組で,自分の考えに対する根拠と理由は書けるようになってきている｡し

かし, ｢～～だから,これは違うと思う｣という相手の意見に対する反論や｢もし○○なら
ば, ～～だと考えられる｣という仮定を加えることにより,自分の考えにより説得力が生ま
れてくるし,話し合いも活性化する｡これらを普段のスピーチでも使うなどして, ｢伝え合
い｣の中で活用できるようにしていくことが今後の課題である｡

最後に,本単元において児童の話し合いが活性化した発間をいくつか紹介するa

◇｢ごんは,だれのどの言葉を聞いて『こいつはつまらないなo』と恩つたか○｣ 

◇｢兵十に,『ごんの気持ちが届いた』と分かる一文はどれかo｣ 



自分の考えと友達の考えを比較し.考えを伝え合う授業

第5学年　実践記録　　　　　　　　　平成25年12月5日(木) 5限　亀倉　こずえ

1　単元名　　物語を読んで,自分の考えをまとめよう｡

教材｢わらぐつの中の神様｣ (全8時間)

2　本時の計画(7/8時間目)

日)本時のねらい
0マサエが変容したことが分かる文を見つけ,話し合いを通じて自分の考えを書くことができる｡

(2)本時の構想
｢わらぐつの中の神様｣は,わらぐつや神様に対して｢みったぐない｣ ｢そんなの迷信でしょ｣と

言っていたマサエが,おみつさんと大工さんの考え方に触れることで,価値観や考え方を変容させて

いく展開となっている｡

本時では,マサエの心情や考えが初めと比べてどのように変容したかを考えさせたい｡そのために,

｢マサエの気持ちが最も大きく変わったのはどこか｣について,その変容が分かる叙述(｢根拠｣)を

探し,自分なりの解釈(｢理由｣)について話し合う｡マサエの気持ちが変容したことが分かる箇所は

複数あるが, ｢最も大きく変わったところ｣と問うことで,物語の主題と深く関わる｢神様｣や祖父

母に対する見方が変容した箇所だということが話し合いを通して意識できると考える｡

また,本単元では,物語の特色｢構成｣ ｢人物像｣ ｢表現｣から物語を読み取ることもねらわれてい

る｡ ｢現在一過去一現在｣という構成は,過去の話の重要な要素が現在も続いていることを印象づけ

る働きがあり,おみつさんがおばあちゃんだったという謎解きのような面白さを生んだり,マサエの

心の変容を際立たせたりするという効果を生んでいる｡したがって,本時でこのクライマックス部分

に着目しながら読み取ることは, ｢構成｣ ｢表現｣の仕掛けや面白さに気付くことができ,物語をより

面白く味わうことができるということを次時に学ばせられるようにしたい｡

3　本時の展開

時間 仆8踪,ﾉ:ﾘ*ｸ*�*�,h髯;h,ﾉKﾘ吮�凵寰x援☆留意点口評価 

5 3 5 菱尸<r�7ﾘ8ｹ<x-ﾒ��凵剴`え合いの時間を確保する ため,前時に変容が分かる 文(根拠)は書かせておくo ○理由を書く前にネームプレ 

lマサエの気持ちが最も大きく変わったところはどこかol 

①マサエが,目をくりくりさせて聞きましたo 
②マサエは手をパチンとたたいて,目をかがやかせましたo 剪ﾘ6x/�5ﾈ.にzx�ｨ/�k隕ﾘ,��
③｢ふうんoだけど,おじいちゃんがおばあちゃんのために,せっせと 劍+8+�.薬��兒ｨ,ﾈ�8ﾊ�,俾��ﾘ*ｨ鰄,H,��*(髯;h.�*(.�,ﾈ,Rﾉti$(,ﾂ��8ﾊ�/�[x*ｸﾘx*I�ｩ&ｸ5�488��/��ﾘ*�.薬�

働いて買ってくれたんだから,この雪げたの中にも,神様がいるか 
もしれないねo｣ 

④マサエは赤いつま皮の雪げたをかかえたまま,｢おかえんなさあいo｣ 
とさけんで,げんかん-飛び出していきましたo 

Tなぜ,その文を選んだのか,理由を書きましょうo 

2 20 10 肘:�+izx�ｨ,ﾉ�ﾈ,i�(+X,Iyﾙu(/��ﾘ.(+X+ﾘ.な��*Izx�ｨ,ﾉ�ﾈ,i�(+X,IKﾙ��

材料を集めたりしましよう○(2分間) 劍��5(,ﾈ鬨ﾅ�,Y�(+Xﾘx*F���ｹ�(+Xﾘx*(*ｩ=�)�+X+ﾘ鳧,ﾒﾂ�t�t�ﾈt(t8,iZｨ*�,I:)��ｲ�

T全員で話し合いましょうo 

(補助発間)マサエは初めと違って何が分かったのですか○ 劍+ｸ,ﾈﾎ2ﾈt(,ht8/�ﾉ�:(+x.停�

Tまとめを書きましょうo 劍�ｸ-ﾈ,h-�,ﾈ��*ｹ_ｸ/�/�麌+r�.薬��ﾈ.rﾄ8,ﾈ7�5��ｸ98*�.rﾂ�

悪意窪,BE冠髭思うo ��
A納得それに,○○さんの考えにも納得できるoなぜなら～○ 剋ｩ分の書きやすい型を選択 するo ☆書き終わった児童から発表 させる○ 
B反論だから,○○さんの考えには納得できないoなぜなら～o 
C納得+反論たしかに,○○さんの考えの～ところには納得できるo 

しかし,～(反論)) 

このように,～から[=二二コだと思うo 



4　成果と課題

(1)成果

0話し合いの時間の確保

これまでの様子から,読みを深めるためには

話し合いの時間を2 0分は確保する必要がある

と感じた｡また,話し合いを通じて,自分の考

えの変容をノートにまとめる時間も確保する時

間を作りたかった｡そこで,主発間に対する根

拠は前時に書いておき,本時ではそれをネームプレートで簡単に確認して理由を書かせることで,話し

合いの時間を確保するようにした｡

こうしたことで,全員が発言する充分な時間が確保できた｡教師側にとっても,根拠をどこにしたか,

同じ立場の子が何人いるか,どのような主張で話し合いに臨もうとしているか事前に把握することがで

き,人間関係なども考慮してどう話し合いを進めればよいのか見えてくるので有効だと感じた｡

0話し合いの収束

主発間｢マサエの気持ちが大きく変わったのはどこか｣を話し合うことで,主人公の心情や価値観が

どのように変容したのか気付かせたいと考えた｡児童が挙げた根拠は,以下の5つ｡

①マサエが,目をくりくりさせて聞きました｡ (2名.-0名)

② ｢ふうん｡じゃあ,おみつさん,幸せにくらしたんだね｡｣ (2名.)

③ ｢うん.おばあちゃんの名前は,山田ミツ0　-あっo｣ (2名)

④ rおみつさんて,それじゃ,おばあちゃんのことだったの｡ ～o｣ (7名)

⑤ ｢ふうん｡だけど,おじいちゃんがおばあちゃんのために, ～｡｣ (8名)

話し合いを進めると,それぞれの主張をまとめる子が出てきた｡

②おばあちゃんが幸せになった話

③④おみつさん-おばあちゃん,大工さん-おじいちゃん,ということが分かってびっくりした話

⑤神様がいるかもしれないという話

さらに, 2つに分けるように促すと,以下の理由から2択に絞って話し合いを進めることができた｡

②③④は,おばあちゃんとおじいちゃんについてのこと(最終結論9名)

⑤は,神様についてのこと(最終結論1 0名)

次時では｢マサエにとってより重要な変化はどちらか｣を問い,初めの価値観と比べて⑤の方がより

重要な変化だということで全員一致の結論に至った｡本単元を通じた話し合いの様子から,焦点化され

た話し合いを進めるためには,以下のような手順を子どもたち自身がとれるようにするとよいと感じたo 

似ている選択肢をまとめる-それぞれの主張をまとめる-心情の質,場面などで2択に分ける 
-より重要な変化を問う 

0話し合いが見える板書

授業の終末で,話し合いを活かしたまとめを書くためには,誰がどのよ

うな意見を出したか分かる板書にする必要がある｡これまで反論は,チョ
ークの色を変えて意見の横に書き加えていたが分かりづらさが残ってい

た｡そこで,黒板の下半分に反論を書き,矢印でどの意見に対するものか

示すようにしたo論点が見えやすくなり,子ども達にも好評だったo

(2)課題

子どもたちは全員が積極的に指名なし発言ができ,話し合いを楽しんでいる様子がみられる｡しかし,

自分の考えに固執しすぎる傾向もあるo友達の考えを聞いて迷う姿を賞賛しながら,友達の考えに揺さ

ぶられたり,良さを受け入れたりしながら自分の考えをつくる楽しさをもっと味わわせたい｡また,請

し合いの中で,子どもたち自身で主張をまとめたり,論点が何かを気づいたりしていけるようにしたい｡



叙述や経験をもとに,考えを伝え合う授業 

第6学年　実践記録　　　　　平成25年11月20日(衣)　5限　落合　義貴

1　単元(題材名)　作品の世界を深く味わおう

教材｢やまなし｣

2　単元の目標

○　場面についての描写をとらえ,作品の中で使われている表現を味わいながら,優れた

叙述について自分の考えをまとめることができるo

O　目的に応じて,複数の本や文章を比べて読み,効果的な読み方を工夫することができ

る｡

○　作品の中で使われている表現を味わい,五感や言葉の使い方に関心をもつことができ

る｡

3　単元と児童

日)単元について

I l

1                                                                                                                  1

:学習指導要額(国語)c読むこと②内容:

重　工登場人物の相互関係や心情,場面についての描写をとらえ,優れた叙述について;

l

:　自分の考えをまとめること｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　:

: 【解説編】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:
J       _   _ _   .    _                                                                                l

;  ｢登場人物の相互関係や心情,場面についての描写をとらえる｣とは,物語などを;

;読むときの中心となる登場人物について,その相互関係をとらえ,それらに基づいて:

:心情や場面の描写をとらえることである｡　　　　　　　　　　　　　　;

; - ･高学年では,登場人物の相互関係から人物像やその役割をとらえ,そのことに;
I    _          .                     _                                                                      I

:よって,内面にある深い心情も合わせてとらえることにつないでいく｡登場人物の心:
l                                                                               ~     ' ■  '       l

;情は,直接的に描写されている場合もあるが,登場人物相互の関係に基づいた行動や;

:会話,情景などを通して暗示的に表現されている場合もある｡このような表現の仕方:

十こ聖竺聖･空竺を筆力竺ヒ聖や･､聖=.蔓がプ聖に聖_o _山_ _. _. _ _章
:　｢優れた叙述について自分の考えをまとめる｣とは,場面の展開に沿って読みなが:

妻　ら,感動やユーモア,安らぎなどを生み出す優れた叙述に着目して自分の考えをまと:
I

l

:めることである｡象徴性や暗示性の高い表現や内容,メッセージや題材を強く意識さ;

主宰や華甲甲軍などに気付き･それらを評価したり･自分の表現に生かしたり,感轡

.i真空解説文などにまとめたりしていくLことになるo　　　　　　　　言
----Ill------I------一一一------Ill.I1------Ill----------I-------lllll----------1----------I-111--一一一一一一一一_rI__

以上のことから,物語文の学習の最終的な目標は,叙述されている表現や内容から自分

の考えをまとめていくことである｡

(2)児童の実態(男子3名　女子5名　計8名)

①　仲春,宮沢賢治について

宮沢賢治について,知っていることを尋ねてみた｡昨年度,図工で｢銀河鉄道の夜｣

をテーマに絵画を措いたことを思い出していたo Lかし,これまでに本を読んだことの

ある児童は0人だったo



②　全国学力調査から

4月に実施された全国学力調査国語Bの結果である｡

設問 ��99ｩzb�全国 

複数の内容を関係付けた上で,自分の考えを具体的に書く �#R���17.8 

｢本間さんが書いた推薦文｣において推薦している理由を書く �3r絣�44.6 

全国的にも低い数値ではあるが,いくつか提示されている情報から必要な情報を取り

出し,自分の考えをまとめることが不十分である｡

また,理由を書く設問では7ポイント下回っている｡ここでは｢本間さんが書いた推

薦文｣の理由が求められており,やはり,必要な情報を取り出して記入するカが不足し

ている｡

国語の物語文では,段落ごとの読み取りに加え,物語全体を通して考え,必要な情報

を見付け,自分の考えを結びつけていく取組が必要である｡

@　自分の考えを伝え合うことについて

子どもたちは,話し合いを上手にしたいという願いを持っている｡話し合いがうまく

いかないときは, ｢今日はだめだったね｡｣と振り返ることもある｡自分の考えをノー

トに書き,それを基に全員が発表することができる｡

発表には, ｢○○さんと同じで-｣ ｢○○さんと似ていて-｣と同意や付け足しの意

見は続くが,反対意見には消極的な面があるo学級の人間関係が影響していることも考

えられる｡一人一人が自分の考えを主張できる強さをもたせていく必要がある0

4　単元の構想

(1 )研究主題にかかわって

◇研究主題

根拠を基に考えを伝え合い,表現力を高める子どもの育成 

◇目指す子どもの姿

文章の表現をもとに考えを伝え合うことができる子ども 

高学年:自分の考えと友達の考えを比べながら話し,友達と交流し高め合う子ども 

考えを交流するには, ｢話すスキル｣ ｢聞くスキル｣を活用していく｡さらに,次のよ

うなスキルを提示し,自分たちで話をつなげていきやすい環境をつくるo

i -__:i:-≡-i_-表-真裏毒-童墓室:-:三二‥ ~‥ …" ‥…‥…



;⑨堂々巡りなので,この話はやめませんか｡　　　　　　　　　　　　　　　　　:
I                                                                                                                              I

:⑳ ○○さんは, ○○ということでいいですか｡　　　　　　　　　　　　;
l l
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これらを掲示し,国語の時間だけでなく,他の学習の場面でも活用しながら使いこなし

ていけるようにするo

く2)具体的な手だて

①分析批評による読み取り
｢やまなし｣は宮沢賢治の心象風景を措いた作品である｡最愛の妹トシを無くし,その

死と生をモチーフに表現したと言われている｡学習指導要領に述べられている｢象徴性や

暗示性の高い表現や内容,メッセージや題材を強く意識させる表現や内容などに気付く｣

には,分析批評が有効であるo

分析批評とは,表現分析を中心とした総合的な批評の方法である｡話者･対比･イメージ
･起承転結･伏線･クライマックス･視点･類比･色調･象徴･中心人物･ピナクル

･登場人物･比愉･モチーフ･題材･主題･事件(エピソード)などの観点から叙述に

基づいて検討を行い,理解や感動を深めることが期待できる｡

②分析批評の習熟を図る既習単元の設定

単元に入る前に2年生の物語文｢スイミ-｣を題材に,分析批評における観点の習熟を

図る｡ ｢スイミ-｣は,スイミーとまぐろ,スイミーと仲間の魚の対比や,スイミーの色

と他の仲間の色など, ｢やまなし｣で扱いたいと考えている2つの観点の習熟を図ること

が期待できる｡

③宮沢賢治の生い立ちの学習
｢やまなし｣が宮沢賢治の心象風景であれば,宮沢賢治の生い立ちや考え方などを理解

することが,読み取りを深めることにつながる｡教科書には, ｢やまなし｣のあとに宮沢

賢治の伝記を扱っているが,ここでは, ｢やまなし｣の学習の前に宮沢賢治について扱い,

理解を深めておくようにする｡

㊨ r対比｣を中心に検討することを通した思考力･表現力の育成
｢やまなし｣は, ｢対比｣と｢色調｣を取り上げる｡ ｢5月｣と｢12月｣の対比を様々

に出させ,一番重要な対比を検討させるo

どの主張も認めながら友達の考えと交流

する楽しさを体験させる｡次に,収束し

た対比が何を象徴しているか考える｡こ

れも様々な考えを交流させる｡最後に象

徴を表している色を検討させる｡ ｢やま

なし｣には多くの色が登場する｡ベン図

で表すと右のようになる｡

色のイメージを検討させながら,叙述

された表現から,自分の考えを発表した

り,意見を交換したりする学習を通して, 思考力や表現力の育成を図る｡



5　指導計画

吹 倬��主な学習活動 ��ｹOXﾖﾂ�

1 ���"�･スイミ-を解釈する. 唳�(+x5�4ﾈ8ｸ/�ｦﾙDh+x.薬�

｢登場人物｣｢主人公｣｢対比｣｢色｣ 

･｢スイミ-が目になろうと考えたのはいつか｣ 

について話し合うo 

2 �2�･宮沢賢治の生き方.考え方を学ぶo 唸7h8ﾈ5ｸ98/�ﾞﾉ�ﾈ+RﾉhX6r�5h,�,(*(,H.��x.ｨ.�.h*H,��+x.薬�

3 釘絣�b�･音読 啝(.(-ﾈ,�+Z8/���煇+8+��

･意味調べ �.薬�

･｢クラムボン｣とは何かo 唸彿.ｸｧx�,h8ｨ984�+8+陳�

7 啝(485H6�8,h,ﾘ,x/�,�,h+�.ｸ*��ｲ�授業の振り返りをさせるo 

8 9 啝#Xﾈ�8,j#�(ﾈ�8,Y�餒H+8.ｨ,H*(.�.�,ﾂ�

は何かo 

･一番大切な対比は何かo 

10 ll 啝#Xﾈ�8,j#�(ﾈ�8,ﾙ�h��,ﾈ,x+�.x/�Uﾈ+R�

ているのかo 

･生死を表している色は何色かo 

12 啝(.(-ﾈ,�+Z8,ﾘ巉/�Uﾈ+X,H*(.�,ﾈ*薬�

6　本時のねらい(10時間目)

日)ねらい

○生死の対比について,文章を根拠に理由を書くことができるo

(2)本時の構想

この作品全体が｢5月｣対｢12月｣という対比の形で表されている｡そこで,何と何が

対比されているかを考えさせ,多くの対比を出させる｡かわせみとやまなし,かわせみとか

ばのはな,白と黄金などが出されるだろうo色の対比は後に扱うことを宣言して,出された

対比の中で一番重要な対比はどれか根拠をもとに話し合わせる｡話し合いの中から, ｢かわ

せみ｣と｢やまなし｣に収束していくと思われる｡どちらも川に飛び込んできたものだが,

かわせみ:魚を食べた　殺した　こわいもの

やまなし:酒になる　かにが喜ぶもの

など,話し合いを通してそれぞれの役割を考えさせる｡その上で｢かわせみ｣と｢やまなし｣

は何を象徴しているか対比させることにより, ｢生死｣にかかわる考えに気付かせていく｡

｢5月｣くう｢12月｣は｢生｣⇔ ｢死｣なのか, ｢死｣くう｢生｣なのか,検討させ

ていく｡子どもから生死の対比が出ないときは,教師から提示する｡

本時では話し合いを中心に進めるため,生死に関する自分の考えを前時までにノートにま

とめておくようにする｡

どちらの意見も肯定的に認めながら, ｢5月は魚にとっては『死』だが,かわせみにとっ



てはどうかo｣と視点を変えて検討させるo賢治は日蓮宗の信者であったo ｢5月｣ ｢1 2月｣

のどちらにも生から死に,死が生につながる輪廻転生という仏の考えに触れるところまで考

えを深めたいo

本文をプロジェクターでスクリーンに投影し,根拠として子どもが本文を述べたときに示

せるようにする｡

(3)展開

時間 倬�;h,ﾈ皦,葵�:��凵梹x援.留意点◎評価 

7 ��ｻ8ﾝ饉h/�尸<x+x.薬�勍3分読み ･1人1文読み ◇本文をプロジェクターで提示す るo ◇板書を視覚的にまとめるo l 死…生五 :月 I I l 坐:死12 

28 10 �)�h,h��,ﾉ�餒H,�,(*(,I�(+Xﾘx*F��

｢5月.12月は生く->死なのですか,それ ��

とも,死く->生なのですかo 

(∋発表,討論をするo 

②5月の中に生死はないのか,12月の中にも 

生死はないのか検討するo 僮 :月 I I ◎自分の考えを書く 

3授業のまとめを書くo 

｢5月は○○であり,12月は口口であるo 

なぜなら, 僊:友達の意見と比較して説明し 

例えば, 凾ﾄいるo 

もし, 傳:根拠十説明が書けるo 

したがって,o｣ 僂:書けないo 



7　考察

(1)成果

O r自分の考えをもつ｣における児童の様子

本時の前に発間し,事前に考えをノートにまとめさせるようにしたo　これまで｢対比｣

を中心に話し合いをしてきたことにより,子どもたちは｢生｣と｢死｣について, ｢5月｣

と｢1 2月｣,どちらの月になるのか考えやすかったようである｡分析批評で読むこと,

既習学習の活用,指導計画などの手だてが有効であったと言えるo

また,書く量を1ページと目標を定めて取り組んできた｡子どもにも合格ラインの量を

示し,とにかく書くことを意識づけた｡そのための｢考え･根拠･理由｣の｢型｣は,千

どもたちにとって書きやすかったo

0 ｢伝え合い｣における児童の様子

子どもたちは,ノートに書いてある自分の考えを

全員発表することができた｡その後,質問や反論を

促したが,話し合いが子ども同士では進まなかったo

そこで,教師から5月のかわせみは死なのか,生な

のかを問うた｡すると,かわせみが魚を食べること

は生きることになる,魚にとっては死になるという

ような意見の関わり合いが生まれてきたo　同様にや

まなしについても考えることで,視点を変えると一

方では死でも,一方では生になることがわかってき

た｡

最後に｢かにがやまなしを食べることと,かわせみが魚を食べることは同じと考えてよい

か｣を考えさせ,話し合ったo ｢生き物｣を食

べることと｢食べ物｣を食べることは違う, ｢食

べる｣ことは同じと考えるなど,言葉が意味

することを伝え合うようになった｡
｢松長まなBOOK｣の話すスキルや今回

提示したっなぎのスキルを子どもたちは,伝

え合いで活用する場面が見られた｡ ｢型｣を用

意することは, ｢伝え合い｣を活性化する手だ

てとして有効であった｡

(2)課題

本時では,ねらっていた命のつながりまではたどり着くことができなかった｡次の時間に,

まとめを交流させる中で,弱肉強食や自然死などねらいに関連する言葉が子どもの中から出

てきた｡ 1時間の中で,どのようにして子どもに考えを表出させるか,授業の組立や構成な

どが課題となった｡

尚,本授業以外に伝え合いが活性化した発間は次の通りである｡

◇クラムボンとは何かo 
◇｢5月｣と｢12月｣の対比の中で一番大切な対比は何かo 
◇｢かわせみ｣と｢やまなし｣の対比は何を表しているかo 

◇会話は,どれが兄でどれが弟かo 



第3学年　社会科実践記緑

平成26年2月26日(衣) 4限

長谷川　玲子

1　単元名　｢もっと知りたい　みんなのまち｣

2　本時の計画

(1)本時のねらい

自分で地図記号を作ることを通して,地図記号の成り立ちを考えることができる｡

(2)本時の構想

自分たちの住む地域について調べていくなかで,地図は必ず使う資料である｡地図記号には,子ども

の意見が採用されて新たに作られたものや,まだ統一された記号のない施設や土地の用途などがある｡

地図記号は,簡単に措ける･形から意味がわかるなどの要素が大事であることを｢地図記号づくり｣を

通してとらえさせたい0

3　本時の展開

時間 仆8踪,ﾉ:ﾘ*ｸ*�*�,iuﾉ�ｨ+8.ｨ.倬�;h,ﾉKﾘ吮�◇支援.留意点◎評価 

3 ��7H8�6(5h8X4ｨ�ｸ6��･テンポよく進めるo ･｢神社の地図記号｣を提示する〇 ･｢畑の地図記号｣を提示するo 

5 7 30 �*(ﾆ�8*�.x,X*ｸ+ﾙ&��ﾘｴﾈﾘh*ｨ*�.�+�,h/�&ﾘ.薬�З+�.ｨ,ﾒﾉ���,�*�.�.�,ﾈ,ﾈﾆ�/�Uﾈ+X,H*(-ﾈ+v��+ｸ.ｨ,ﾘ巉,X+X.X*F��Y�H*)nR�+从��t�J�,ﾉ&��ﾘｴﾈﾘh,ﾒﾈ巉,ﾈﾆ�/�.�,h,�,(*ﾘ.x.ｨ+ﾘ,ﾂ�

でしょうか〇 ･くわの形.スコップの形.種の形 3｢文字｣からできた地図記号があることを知るo ③なぜ,学校の地図記号は､漢字の｢文｣なので 啝(�ｸ�ｸ,ﾈﾆ�8,h6ﾘ�ｸ6x,傚�*�+�.��｢�Z(ｧxﾕｨ,ﾉ&��ﾘｴﾈﾘj8/�/�麌+x.薬�

しようかo 啝)u云hｼx,ﾉ&��ﾘｴﾈﾘj8/�/�麌+Rﾉ:�+h.h*H,�)[b�

･文字を書くから.文を習うから 4新しい地図記号を考える○ ④これは何の地図記号でしょうかo ･老人ホームo ⑤公園の地図記号を考えましょうo 倬ｪ8*�.x,X*ｸ,H*(.�+�,h/�ｦﾙUH+x.薬�Z)��ﾈ7ｨ�ｸ8�,ﾉ&��ﾘｴﾈﾘj8/�/�麌+x.薬�Xﾏh��,ﾈ488��ｸ5x/�.�+ﾘ+�,H*�.xﾖﾈ*h+8+�.薬�

⑥発表 ��隸xｭH轌;��(ﾆ�8,j)[h鬪8*�.xﾖﾈ*h.�.h*H,��

⑦自分の一番いいなと思ったものとその理由を書 倡�x+x.薬�

きましょうo 唸��*�+ﾘ��*�.xﾙYL(,俟ﾈ*h+ﾙ&��ﾘｴﾈﾘh/�L(��+2�

⑧発表 �+�.��｢�YL(��+X+ﾘ��*�.x6ﾘ�ｸ6x,�,�+ｨ+ｸ,ﾉ&��ﾘｴﾈﾘh,��+X+ﾘ*凉ﾙu(/�6ﾘ�ｸ6x,傚�*�+�.薬��ﾘ齷Zｨ,Xﾖﾈ*h+ﾙ&��ﾘｴﾈﾘh/�ﾞﾈ.�+�,h*ｨ,X*ｸ.薬��ｨﾏh��/�麌+yyﾙu(/�WH*�,I&��ﾘｴﾈﾘh/�ﾞﾈ.�+��,h*ｨ,X*ｸ.薬�#ｨﾏh��,ﾉ&��ﾘｴﾈﾘh/�ﾞﾈ.�+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�3ｨﾞﾈ.�+�,h*ｨ,X*ｸ,�*&��



4　考察

(1)成果

○フラッシュカードについて

学習指導要領(社会科)では,第3学年及び

第4学年の内容として,主な地図記号を扱うも

のとしている｡主な地図記号については,以下

のように示されている｡

身近な地域の様子を地図に表したり,地図から 

市の様子を読み取ったりする際に必要なものを 

扱うようにするo 

絵地図づくりや市の様子について地図を活用

して調べるなかで,地図記号を使ったり,読み

取ったりできるようになってほしい｡

そこで,地図記号を定着させるために,授業

の始めにフラッシュカードを行うことにした｡ 4月から社会科の時間は毎時間行っている｡リズミカル

にテンポよくめくっていくことで,子どもたちに声を出させ,自然

に授業に引き込むことができ,授業のスタートがスムーズに行うこ

とができた｡また､フラッシュカードを活用することで,地図記号

についての知識を効果的に楽しく身に着けることができた｡今回,

①教師2回一子ども2回, ②教師1回一子ども1軌③子どもだけ,

の3つのパターンでカードを提示したが,他にも色々な提示の仕方

があるので,今後授業のねらいなどによって色々なパターンでフラ

ッシュカードを提示していけるようにしたい｡

(2)　課題

○授業形態について

一斉指導がメインになってしまい,子ども同士の関わり合

いが少なかったことが課題である｡ペアやグループなどの授

業形態を取り入れ,子どもたち同士の関わり合いをもっと増

やしていくことで,考えを深めていきたい｡

○記号の指導について

新しい地図記号を考える活動に入る前に, ｢老人ホーム｣

の地図記号を提示した｡提示するだけでなく,なぜこの地

図記号が選ばれたのか?考えさせることで,地図記号の見

やすさや分かりやすさに視点を当てて考えさせる時間を

とるべきであった｡地図記号は, ｢見やすいこと｣ ｢分かり

やすいこと｣が大切であることをしっかりと意識させるこ

とで,新しい地図記号を作る活動に生かされてきたと考え

る｡


